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5.VLANの追加とポートアサイン

6.スタック機能の有効化と設定



・スイッチ本体

・電源コード

・ラックマウントキットおよびゴム製の脚

・DB-９ to RJ45シリアルケーブル

・クイックスタートガイド
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フロント(左側)①③

⑤

④

②

⑦ ⑨

⑧

フロント(右側)



名称 説明

1 Resetボタン スイッチの再起動(2以上10秒以内にボタンを離す)
工場出荷時設定(10秒以上ボタンを押下する)時に使用します。

2 [SYSTEM] LED スイッチの電源がONになると点灯し、ブート中、セルフテスト中、IPアドレスの
取得中は点滅します。LEDがオレンジで点滅する場合、スイッチがハードウェア障
害、ファームウェア障害、またはコンフィギュレーションファイルのエラーを検出して
います。デフォルトのIPアドレスを使用している場合は点滅します。

3 [Master] LED スイッチがスタックマスターであるときに点灯します。

4 [Stack ID] LED スイッチがスタック構成のとき、スタックIDに対応する番号のLEDが点灯します。

5 USBポート USBデバイスを利用して、コンフィギュレーションファイル、ファームウェアイメージ
などの保存と復元を出来るようにするための接続ポイントです。

6 [Link/Act] LED 各ポートの左側に配置されています。このLEDは、対応するポートと別のデバイス
の間のリンクが検出されると点灯し、ポートがトラフィックを渡している間は点灯しま
す。

7 Gigabitイーサネットポート 1Gbps(ギガビット毎秒)の通信に対応した接続ポイント

8 XGイーサネットポート 10Gbps(ギガビット毎秒)の通信に対応した接続ポイント

9 SFP+ポート スイッチを他のスイッチとリンクさせるためのモジュール用接続ポイントです。
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名称 説明

1 OOBポート スイッチ管理用ポートとして使用する事が可能です。
通常のイーサネットポートとして使用する事は出来ません。

2 電源 付属の電源ケーブルを接続します。

① ②
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名称 任意の値、パスワード 例 説明

スイッチ管理用パスワード
(ユーザ名:cisco)

cisco ※必須です。スイッチにログインするための
パスワードです。

スイッチIPアドレス 192.168.1.254 デフォルトで「192.168.1.254」になっています。

追加VLAN ID 2 初期設定は全ポートVLAN ID 1
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8

電源接続イメージ図 電源投入後のLED(点灯、消灯)イメージ

4-1  スイッチ電源投入

スイッチは電源コンセント接続後、自動で電源がOnされます。
(Off時は電源コンセントを抜きます)

デフォルトのIPアドレスを
使用している場合、
システムLEDは連続的に
点滅します。
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4-2 初期設定用コンピューターのIP構成の設定

192.168.1.1～192.168.1.253の範囲
で任意のIPアドレスを入力

サブネットマスクに255.255.255.0と
入力

OKをクリック

※IPアドレスを変更する方法はお使いの
コンピューターによって異なります。

スイッチを初期設定する為にコンピュータ
のアドレスを設定します。
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①
②

③

①

②

③
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4-3 初期設定画面へのアクセス準備

スイッチへの設定用PCの接続イメージ

設定用PC

設定用PCとスイッチをイーサネットケーブルで接続します。



②ping 192.168.1.254と入力し、ping接続が出来ているか確認します。
接続が出来ていると応答が返ってきます。

①接続確認後、コマンドプロンプトを立ち上げて、Pingを使用し接続確認してください。(スイッチ初期アドレス 192.168.1.254)
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コマンドプロンプトを検索して立ち上げます。



ブラウザのアドレスバーに

192.168.1.254を入力し

Enterで実行する

4-4 初期設定画面へのアクセス

推奨ブラウザ
・Firefox version 8以上
・Microsoft Internet Explorerversion7以上
・Safari
・Chrome
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4-5 ログイン

ログイン画面ではUsernameとPasswordを入力しログインします。
デフォルトでUsernameは「cisco」,Passwordは「cisco」に設定されています。

Switch Managementを
クリック
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①

①



② Usernameに「cisco」と入力

③ Passwordに「cisco」と入力

④ Log inをクリック

※UsernameとPasswordはどちら

とも大文字と小文字を区別します。
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④

③

②



Old Passwordに「cisco」と入力

New Passwordに任意の新しい
パスワードを入力
Confirm passwordに新しい
パスワードを入力

Applyをクリック

初回のみパスワードの変更画面が表示されます。

パスワードの最小要件は次のとおりです。
•ユーザー名と同じにすることはできません。
•最低8文字以上
•英大文字、英小文字、数字/記号の組み合わせにする必要
があります
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①
②

③

①

②

③



4-6 セットアップ

ログイン完了後メイン画面が表示されれば、
Configuration Wizardsよりスイッチの基本的な設定を行います。

Configuration Wizardsをクリック
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①

①



ウィザードの初期画面が表示される
ので「Next」をクリック

「Launch Wizard…」をクリック
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③

③

②
②
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General Informationではシステムの一般情報を入力します。

システムの場所を入力
【任意】

システムの担当者を
入力【任意】

Use Defaultを選択

②
①

③

②

③

①

④

「Next」をクリック④

※ホスト名を変更したい場合は
User Definedを選択し、任意の
ホスト名を入力してください。
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IP settingではシステムの新しいIPインタフェースを作成します。

Noneを選択

※IPアドレスを変更する場合は任意のインタフェース
を選択し、設定を行ってください。①

①

②

「Next」をクリック②
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User Accountではシステム管理のための新しいアカウントを作成します。

Keep current username and 
passwordにチェックを入れる

※ユーザー名の変更をしたい場合は
Keep current username and passwordの
チェックを外し、設定を行ってください。

①

②

「Next」をクリック②
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Time Settingsで日付と時刻の設定を行います。

・手動で設定する場合
Manual Settingsを選択し日付と時刻を入力

・設定用PCの日付と時刻を
インポートする場合
Manual Settingsを選択しimport date
and time from local computerをクリック

・SNTPサーバーから日付と時間
の情報を受け取る場合
デフォルトのサーバーから受け取る場合は
Default SNTP Serversを選択、そうでない
場合はManual SNTP Serverを選択して
NTPサーバーのIPアドレスを入力してください。
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②

Summaryでは定義した設定を確認できます。

設定に間違いが無ければ
「Apply」をクリック

「The changes were applied 
succesfully」と表示されると
設定完了です。
「Finish」をクリックしてウィザードを
閉じます。

①

①

②



4-7 設定の保存

セットアップ完了後や個別設定を実施した場合は必ず設定を保存してください。

Saveボタンをクリックすると
設定の保存が行えます。
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ネットワーク環境に合わせてVLAN設定が必要な場合は下記手順を参考にVLANの設定を実施します。
本手順では新規VLAN ID2を作成し、作成したVLAN2をポート5に設定する場合の設定手順になります。

VLAN Managementのタブを開き
VLAN Settingをクリック

・VLAN IDの作成

①

①



「Add…」をクリックします。

VLAN IDを「2」と入力

VLAN Nameを入力します【任意】

「Apply」をクリック
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②

③
④

②

⑤

③

④

⑤



⑥に画面上部に表示されると設定完了です。
VLAN ID2が追加されました。

⑦が追加後の画面になります。
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⑥

⑦



・ポートアサイン方法

VLAN Managementのタブを開き、
Port to VLANをクリック
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①

①
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VLAN ID equals to「2」を選択

Interface Type equals to 「port」を選択
「GO」をクリック③

③

②

②
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⑤

GE5のプルダウンを開き、Untaggedを選択

「Apply」をクリック⑤

④

④
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※設定変更後は必ず設定の保存を行ってください
4-7参照

「Success...」のように表示されると
設定完了です



スタックとは複数のスイッチを仮想的に1つのスイッチとして扱う仕組みです。
スイッチ故障時の耐障害性が向上し、複数台のスイッチを一括で設定、監視することができる為、
運用コストの低減にもなります。

仮想的に１つのスイッチ
(コンフィグファイルも１つになる)
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スタック設定を行う前に機能を有効化します。(設定時にスイッチの再起動が発生します)

Administrationのタブを開き
Stack Managementをクリック
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①

①



StackモードをNative Stacking
に設定します。
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②

②
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Stacking portを設定します。

設定を適応します。
(再起動します)

④

④

③

③

③

※スタックするスイッチにはすべてこの設定
を行います
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スタック接続イメージ図 設定したStacking portに
イーサネットケーブルを接続
します。
スタックの接続は推奨は二本
となります。
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スタックが完了すると、スタックを
しているポートにActive stack 
connectionを示すマークがポート内
に表示されます。


